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 兼城糸絵 
 
 本研究は、福建省福州市郊外のある移民母村を事例に、現代中国社会における移民と故
郷の関係について、主に母村側の視点から明らかにしていくことを目的とする。具体的に
は、彼らがなぜ海外を目指して移動し続けているのか、そしてそうした状況は移民母村社
会に対してどのような影響をあたえているのかという点について個人史や人生儀礼、神祇
祭祀などを事例に検討してきた。 
 まず、第Ⅰ章では、本研究の調査地である龍門村の地理や歴史を中心にその特徴を概観
し、移民を送り出すように至った背景を整理した。龍門村は唐代以降の「鎮」設置に伴い、
都市と農村を結ぶ流通経済の一大拠点として、マーケットタウン化していった。村落内に
残る碑文や族譜の分析から、特に商人が多数流入し、活発な商業活動が展開されていたこ
とが伺える。その後、日中戦争や新中国成立後の社会主義政策期に商業機能は停滞したが、
改革開放期には周辺村落のマーケットタウンとして再び息を吹き返したが、それもすぐに
顧客を失い停滞期に入ることになる。そのきっかけのひとつが、周辺地域でみられた海外
移住の動きであった。そして、龍門村も他村落を追いかけるように、移民ブームが起こる
ようになった。 
 引き続き第Ⅱ章では、主に先行研究を踏まえながら、中国全体でみられた人の移動の特
徴、そして福建省における海外移住の動向を整理した上で、龍門村の海外移住がもつ特徴
を位置づけてきた。先行研究でも述べられてきたように、中国社会では常に政治経済上の
ニッチを求めた移動が繰り返され、時にその行き先が海外へ向かうことにもなった。かつ、
こうした移住は、主に地縁的血縁的関係に基づいたチェーンマイグレーションによって進
められてきたことも特徴がある。龍門村では清代頃から海外へ向かう動きが確認されてい
るが、そうした移動は維持されず、周辺村落と比べると海外とのつながりを欠いた状態で
もあった。龍門村を含む福州一帯では、1980 年代以降に新たな移民の送出拠点となり、い
わゆる「新移民」と呼ばれる人々を送り出すようになった。しかし、龍門村の場合、海外
とのネットワークを持つ者が少なかったため、チェーンマイグレーションのような送出シ
ステムがうまく機能せず、その代替として蛇頭のような非合法的な組織が彼らの移住を支
えてきた。それゆえ、どこに移住するとなろうと、移住先へ無事定着することを保証する
ものではなかった上に、移住先に永住権を持つ親戚縁者がいるとは限らず、到着後の生活
自体もある程度移住者個人の努力に委ねられていた。それでも人々は貧困や所得の増大を
目的に海外へ渡っていった。 
ただ、こうした移動を支えたマクロな構造だけでは移住現象を完全に説明することはで
きない。そのため、第Ⅲ章ではよりミクロな視点から移住の動機にせまるため、海外で出
稼ぎを経験した人々のライフヒストリーを検討した。日本で 10年前後の出稼ぎを経て故郷
に戻ってきた人々の語りからは、経済的な利益を得ることが最大の目的であるとしながら
も、中国国内で経済的成功や社会的上昇を目指す上で必要不可欠な社会関係資本を欠いて
いるがゆえに、新たなニッチとして海外を選択している様子がみられた。こうした検討を
踏まえ、移民の発生要因を単純な経済合理性的な視点から説明することの困難さを指摘し
た。 
 第Ⅳ章においては、移民によって得られた余剰資金が村落内でどのように消費されてい
るのかという問題について、ブルデューが提起した象徴資本論を援用して分析した。移民
が移住先で苦労して稼いだ金銭は、村落に送られて村に残る家族の生活費となる以外にも、
無事の帰郷を祝う宴の開催資金や親族や友人への贈り物へと“変換”された。それ以外に
も、神への返礼としての劇の奉納や公共事業に対する寄付等、一定の社会貢献活動へも投
じられた。また、こうした消費は葬儀のような人生儀礼の場にもみられ、特に“移民を擁
する家族”として盛大な葬儀を実施することが喪家の評価や面子といった問題と密接に関
わっている様子がみられた。逆に、こうした方式をとらない富の消費に対しては、否定的
な評価が与えられることさえあった。 
 こうした“象徴闘争”は移民個人やその家族を起点として、村に残る者を対象に行われ
てきたが、留意したいのは全員が全員とも競争に参加することを強いられ、勝つことを目
的としている訳ではないことである。ただ、移民母村という「場」に住まう移民を擁する
家族としては、例え経済的に裕福な状態でなくとも周囲からの好評価を得て移民と家族の
面子を保つために、できるだけ理想に近づけようとする姿もみられた。そのため、少なく
とも、こういった名誉競争が彼らの日常がある村落社会の構成員を主たる対象としたもの
であることは確かであり、移民によって得られた経済資本をもとに実現された様々な象徴
資本が人々の社会的地位を維持するツールとなっていることを指摘した。  
 第Ⅴ章では神祇祭祀を事例に、現在の龍門村における豊かさの源泉たる海外移民と内陸
部からやってきた新たなる“移民”である「外地人」がどのように龍門村に関与している
のかを明らかにしてした。特に、廟の神祇祭祀とそこに参与する人々の活動を分析し、「本
地」対「外地」というエスニシティ的な壁がみられつつも、神祇祭祀という非日常的空間
においては一定の恊働関係がみられることを指摘した。そして、これまで廟の「復興」を
支えてきた海外移民からの寄付が減少していることを受け、それでも金銭的に負担の多い
祭祀を実施すべく、廟側が行っている自助活動について明らかにした。 
 第Ⅵ章では、移住先と故郷を結ぶ経済的紐帯が弱まりつつあると認識されている状況を
踏まえ、父系出自集団である宗族の「復興」と「新興」に対する海外移民の関与のあり方
を事例に、移民と宗族の関係、ひいては故郷と移住先を結ぶ絆の将来について考察した。
龍門村の宗族のうち、古参宗族のひとつである趙氏は社会主義革命期に一旦存在を否定さ
れたものの、改革開放期以降に移民たちから多額の寄付を得て「復興」した。一方、龍門
村の新規住民である楊氏も同様に移民からの支援によって、宗族を「新興」した。両者は
共に移民からの支援によって活動を始めた点で共通するのだが、第Ⅴ章で検討したような
移民の「故郷離れ」がみえはじめ、将来にわたって宗族を維持していけるかどうかが問題
視されるようになった。結果的にそれでも彼らは宗族としてあり続けようと模索している
が、彼らの活動を支える要素として社会的正統性と新たな共有財産の構築に注目した。こ
こでいう社会的正統性とは、中華の歴史に名を残した祖先との血縁関係を様々なシンボル
を通して改めて強調することであり、それによって成員をはじめとして村落内外に一族の
存在の正統性を主張することが可能になった。また、新たに作り出した納骨堂は、文革な
どで失われた共有財産の代替となる存在として、今後も宗族の活動を財政的に支える可能
性を秘めている。こうした新たに作り出された共有財産と正統性がどの程度海外移民の関
心をひき続けるのかは今後の課題だが、少なくとも村落に残るメンバーが宗族としての誇
りを維持することには繋がっている。 
 結論では、改めて事例を整理しながら、序論で提起した問いに対する答えを提示した。
まず、人々が移動する理由については、すでに第Ⅲ章で検討したとおりであるが、それに
加えて彼らの海外移住を後押しするきっかけとなったのは、過去にそういったチャレンジ
を成功させてきた者、すなわちロールモデルが存在していたことであった。特に、故郷に
錦を飾った帰郷者たちの存在は、彼らの移住計画にリアリティを与えるものだった。帰郷
した者がもたらした金銭や語る内容、持ち帰ってきたモノは、移住先の情報やイメージが
再生産されていく源ともなった。そういったロールモデルを継続的に生み出してきたこと
が、この地域で更なる移住を促進させた大きな要因のひとつであることを指摘した。  
 そして、こうした先人たちの成功を確かなかたちで表現し強化してきたのが、第Ⅳ章で
検討したような「象徴闘争」であった。得られた経済資本を様々な象徴資本へ変換してい
くことによって、人々によりわかりやすい形で成功を知らしめるという方法は、かつて多
くの先行研究でも指摘されてきたことと共通している。それは換言するならば、中国南部、
少なくとも福建や広東社会では、経済的成功者として他者との差異化を図りかつ自己の威
信を高めるための方途として寄付に代表されるような行為が連綿と行われ続け、かつ広く
認められていたということを意味しているともいえる。 
 こうした議論を踏まえて、改めて持続と変容という視点から整理してみると、移民がも
たらした金銭や情報、モノが村落社会にどのような影響を与えたのか、という問いに対し
て、これまで変化した／しなかったという答えが提示されてきた。ただ、こうした「変化」
をめぐる議論では、常に過去を固定化させて語ることから始められた。むしろ、本研究の
検討からは、移住を始める動機や移民の成功を表現する手段において過去との連続性が顕
著にみられた。すでに述べたように、先行研究で指摘されてきたような貧困状態を背景に
移民が始められたとする見解は、現在の龍門村の踏まえると実態に沿うものではない。む
しろ、龍門村の事例から得られたように、過去の移民も現在の移民と同様に経済資本や社
会関係資本の不足によって行われたと捉え直すことによって、なぜ漢族が移住を続けてい
るのかという問いに対する答えのひとつとすることもできるだろう。 
 確かに、移民によって生じた新たな現象は多く見られる。例えば、「外地人」の流入な
どは、龍門村に住まう人々にとって新たな現象として認識されている。しかし、歴史的に
みてみると、龍門村も商人の流入や兵士、官僚の流入など、常に新たな他者が流入して形
成されてきた。その意味では、現在も村落の社会構造が「更新」されていく最中であり、
80 年代から流入しはじめた「外地人」もその新規参入者のひとりであると位置づけること
ができるだろう。こうした存在も、過去との連続性で捉えていくことが可能なのである。 
 一方で、移住先と故郷を結ぶ関係について考えてみると、世代の経過とともにその関係
性が変容していくことも考えられる。特に、移民の第一世代はともかく、その子孫たちが
故郷に対する関心を失ってしまうと、例えば村落や廟という公的領域にある存在に対する
支援が二の次になる可能性は高い。今後のさらなる変化が過去との連続性を断ち切るよう
な作用をもたらすかどうかは更なる検討が必要である。 
 また、本研究ではあくまで移民母村の視点からの描像であり、移住先社会の視点から眺
めてみると異なる描像が得られる可能性がある。特に、本研究でとりあげなかった「戻ら
ぬ者」からみると、故郷の姿はまた異なってみえるだろう。この点については今後の課題
としたい。 
 
 
 
 
